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「檻」劇団民芸
第 157 回大阪労演例会 
開催期間 :1960 年 8 月 10 日〜 20 日
会　　　場 : 産経会館
作者原作者 : 小林　勝
出　　　演 : 大森義夫（柚木）／鶴丸睦彦（巷）／ 
波多野憲（泥棒１）／佐野浅夫（泥棒２）／ 
庄司永建（泥棒３） 他
演　　　出 : 宇野重吉
とある刑務所に収監される 7 人の男。スピード狂
のオートバイ専門泥棒、美しい詩人の言葉を語る
放火犯、原爆孤児で女のヒモとなった強盗、元ス
パイの詐欺師など様々な過去を持つ彼らの一房に、
記憶喪失の窃盗が新たに入ったことで、変化とは
無縁だった「檻」の日常が大きくゆさぶられる—。
「演劇界の芥川賞」と称される岸田國士戯曲賞を受
賞した本作は、作家小林勝自身が投獄中に書かれ
たもので、リアルな描写が随所に見られる。
'60-'61
1　「檻」ポスター　
原作者の小林勝は日本占領下の朝鮮晋州に生まれ、終戦後は日本共産党に入党
し、朝鮮戦争・破防法反対集会にて「火焔瓶闘争」に加わり逮捕・投獄される。
その経験を基に書かれた「断層地帯」は彼の代表作とされ、また幼少期を朝鮮
で過ごした体験から、日本人の深層にある差別意識をテーマとした作品を発表
する。他に「フォード・一九二七年」「チョッパリ」など。
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3　「檻」舞台写真 
左から宮阪将嘉（役人 2）・鶴丸睦彦（巷）
4　「檻」舞台写真
左から鶴丸睦彦・佐野浅夫（泥棒 2）・
大森義夫（柚木）
5　「檻」舞台写真
2-1　「檻」脚本
1950 年代末に久保栄と岡倉士朗を失った民芸
は、宇野重吉という名「演出家」を得る。彼の
初演出作品は 1958 年の「運命」で、大胆な着
想と斬新な手法はその後も高く評価され、民芸
の舞台を支え続けた。
2-2　「檻」脚本　内面
2-3　「檻」脚本　内面
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'60-'61
6-1　劇団機関誌　『月刊民芸の仲間』号外・檻号
『民芸の仲間』は民芸が後援会員向けに毎月発行した冊子状の機関誌だが、その中から各舞台の内容に関する記事を抽出し、
一般観客も対象に再編集したものを「号外」として発行した。
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'60-'61
6-2　裏面
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'60-'61
「狼生きろ豚は死ね」劇団四季
第 158 回大阪労演例会 
開催年月 :1960 年 9 月 3 日〜 8 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 石原慎太郎
出　　　演 : 日下武史（久の宮清二郎）／水島　弘（松平帯刀）／ 
田中明夫（坂本竜馬）／杉浦　宏〈客演〉（中岡慎太郎）／
井関　一（平木圭吾） 他
演　　　出 : 浅利慶太
劇団四季にとって初の大阪労演例会作品である本
作は、幕末に土佐の脱藩浪士となった久の宮清二
郎を中心に展開する。藩の重役の策謀によって兄
を殺め、また愛する女を失った彼は、政治や人生
を茶番としか見られない人間となる。だが知り合っ
た幕府老中にその安易な態度を激しく罵られた彼
は絶望から立ち上がり、再び激動する現実世界に
関わっていく—。「1960 年」にふさわしく、政治
権力と格闘する個人の生き様を強く描き出す。
7　「狼生きろ豚は死ね」ポスター
原作者の石原慎太郎は、大学在学中の 1955 年に発表した「太陽の季節」で芥川
賞を受賞し、既成道徳への反抗において当時のシンボル的な存在となる。そして
浅利慶太らが結成した劇団四季の活動に積極的に関わり、また浅利とともに日生
劇場の設立や運営に携わるなど、当時の演劇界に大きな影響を与えた。他の代表
作に「化石の森」「生還」など。
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8　「狼生きろ豚は死ね」舞台写真
左から田中明夫（坂本竜馬）・杉浦宏（中岡慎太郎）・
日下武史（久の宮清二郎）
9　「狼生きろ豚は死ね」舞台写真
左から立岡光（山井九兵衛）・水島弘（松平帯刀）
10-1　 「狼生きろ豚は死ね」公演案内チラシ
10-2　内面
大阪労演が例会として劇団四季の作品を取り上げたのは「狼生きろ—」が最初で、また劇団四季にとっても創立 7 年目にして初めて
の大阪公演だった。大阪労演は東京で注目を集める若い劇団を、関西の演劇ファンに紹介する役割も担っていた。
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'60-'61
11-2　4・5 頁
11-3　6・7 頁
11-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 137 号
『大阪労演』は大阪労演が発行した月刊の機関誌。各例会の
内容や、劇団関係者や識者による作品解説をはじめ、大阪
労演で行われた会議の報告や会員相互の活動などが豊富に
記されており、大阪労演の全体像を知る上で最も基本とな
る資料である。
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12　「火山灰地　第一部」ポスター 13　「火山灰地　第二部」ポスター
「火山灰地　第一部」劇団民芸
第 177 回大阪労演例会 
開催年月 :1961 年 11 月 9 日〜 18 日
会　　　場 : 産経会館
作者原作者 : 久保　栄
出　　　演 : 宇野重吉（朗読）／滝沢　修（雨宮聡）／ 
大町文夫（船津秀松）／細川ちか子（照子）／
内藤武敏（泉治郎）／清水将夫（唐沢克己） 他
演　　　出 : 村山知義
日本新劇史上の最高峰と称される本作は、昭和初期の北海道十勝平野の火山灰土地が舞台である。生産力の低い土壌を、
義父でありかつ恩師でもあった農学博士とは異なる理論で改良せんとする農学者雨宮聡が、恩師や彼と結びつく資本側、
また旧来の生産関係や国策と深く対立し、さらに自らの家族も崩壊の危機に瀕しながらも、農業労働者の生活向上にひた
すらまい進する姿を描く。大阪労演は 2 部構成の本作を 2 ヶ月連続で例会に取り上げ、大きな反響を呼んだ。
「火山灰地　第二部」劇団民芸
第 178 回大阪労演例会 
開催年月 :1961 年 12 月 5 日〜 15 日
会　　　場 : 産経会館
作者原作者 : 久保　栄
出　　　演 : 宇野重吉（朗読）／滝沢　修（雨宮聡）／ 
大町文夫（船津秀松）／細川ちか子（照子）／
内藤武敏（泉治郎）／清水将夫（唐沢克己） 他
演　　　出 : 村山知義
原作者の久保栄は、戦前から戦後初期にかけて劇作家の立場から日本の演劇界を支えた人物であり、勤労者の生き方を重視する社会主
義的リアリズムの思想を色濃く盛り込んだ作品を多く生み出した。また演出家としても非常に高い評価を受けたが、1958 年にうつ病
が悪化し、入院中に自殺する。代表作は「日本の気象」「のぼり窯」など。
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'60-'61
14　劇団機関誌『月刊民芸の仲間』号外・火山灰地号
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'60-'61
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'60-'61
15　「火山灰地」舞台写真
左から吉行和子（逸見しの）・内藤武敏（泉治郎）
17　「火山灰地」舞台写真
左から吉行和子・奈良岡朋子（足立キミ）
19　「火山灰地」舞台写真
左から宇野重吉・吉行和子
16　「火山灰地」舞台写真
左から宇野重吉（逸見庄作）・北林谷栄（駒井ツタ）・
細川ちか子（雨宮照子）
18　「火山灰地」舞台写真
左から岩崎ちえ（女デメン）・吉行和子・山内明（三
宅鉄也）・宇野重吉・佐野浅夫（渡準造）・島田敬
一（相良友吉）・清水将夫（唐沢克己）
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20-1　 劇団機関誌『民芸の仲間』第 56 号
20-3　32・33 頁
『民芸の仲間』は 1954 年 2 月創刊の劇団機関誌。公演作品毎に特集が組まれ、作品鑑賞の手引きとして用いられた。
20-2　表紙裏
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21-1　『『火山灰地』評論・資料』　
日本新劇史上の最高峰と称される本作品は、そ
れに見合う数多くの批評が劇壇を賑わわせた。
そこで民芸はそれらの劇評とともに作家論や作
品論などを一冊の本にまとめて上梓した。民芸
にとって「火山灰地」という作品がいかに重要
な位置を占めていたかがうかがえる。
21-2　内面
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'60-'61
劇
 評
「火山灰地」
22-1　「火山灰地」ソノシート　カバー
1938 年の「火山灰地」初演の舞台において、第 1 部の第 1 幕と第 3 幕、第 2 部の第 5 幕と第 6 幕の冒頭に演じられた、宇野重吉に
よる詩の朗読が収録されている。当時この朗読は非常に好評を得て、’61 年の再演を期にソノシートに録音され、関係者に配布された。
22-2　本体
　
民芸が久保栄の力作「火山灰
地」の第一部を大阪で上演している。日本のリアリズム演劇の代表作として、 つの伝説的な地位にあ 記念すべき戯曲である。それが初演（昭和十三年）された当時の社会環境から生まれた感動という歴史的意味を今日うずめることは、むずかしいが、そ にしてもこの透明で成熟した民芸の舞台から熱っぽいある種の共感をよびさますものがある。　
戯曲は実に立体的で明らかに
手ごたえのある厚ぼったい重味をもっている。作者はここで一人の学者を描こうとしているのではない。ましてや単に農民の生態に取組んでいるのでもない。無数に伏線を張りめぐらし、互いに呼吸し合う人間同士のぶつかり合うルツボの かで、社会機構の全体を造型して る。ちょうど道の角を曲がって行けば、また突きあたりがあり、そこを曲がって行くと、壁にあたって袋小路に どりついてしまうという、そうい 生き方 通して観客にある時代の社会 仕組みを浮彫りさせる。　
かなり図式的な描き方だが、
舞台はさすがに動的な振幅をもち、それぞれの人間が行動を起こし、かっとうに巻きこまれるという予想を、この第一部だけで十分感じさせている。
　
時は昭和十年ごろ、北海道の
ある農村が舞台。自然と人間との作り出す脅威にさらされながら人々は、ひしめきあって生きていた。農業試験場長の雨宮（滝沢修）は火山灰地の反当たり収穫量を高める研究に没頭している。その研究の結果、これまでの学界を支配していた定説をくつがえそうとするのだが、官僚制度、さらに学バツと う岩に真っ向からぶつかり、そ 主張を貫くことはむずかしい。それに学会の権威者であ 滝本博士（大滝秀治）は、彼の妻照子（細川ちか子）の父であり、そんな関係も家庭の悲劇をはらん 、彼にからまってくる。　
こうした雨宮の農業試験場と
交互に、舞台で展開され のは、農民と炭焼きの人たちの生態である。会社肥料を使わなければ資金の融通を得られない農民、女地主と戦う炭焼き そして泉治郎（内藤武敏） としの （吉井利子） の恋愛などの格闘が、雨宮の底辺となってドラマチックに積み重なって行く。序幕の歳の市の場は、思い切って晴れやかな
演出（村山知義）だが、次第に沈うつさを増し、どちらかといえばその手法は、オーソドックスで直線的だ。　
舞台は、すべての人間像が鮮
明で、みんなが生きているという実感の迫ってくるような出来である。とくに終幕の火山灰いっぱいふくんだきり雨の降る庭で、あらゆる苦悩と迷いを身につけた雨宮が娘の玲子と引込む場面は、も とも感銘深い。その雨宮を滝沢は、一途な学者かたぎという面から なく、父として、また夫としての人間をあざや にとらえている。このほか宇野重吉の百姓がやはり印象に残る。　
ただ各幕が巧みにまとまって
いるわり 、つぎの場面へと、バトンを渡し芝居をふくらます手だてが意外なくらい原作ではぬかっている。そういう欠陥をさがせば、戯曲にいくつかのキズはあるが、それもさして気にならぬくらい舞台がととのって見えたの 、演技が ろって好演だからだろう。
（斎藤記者）
18
日まで大阪産経会館で上演。
鮮明に人間像をとらえる
民芸「火山灰地」
滝沢修の雨宮
1961 年 11 月 13 日
『毎日新聞』夕刊
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劇
 評
「火山灰地」
劇
 評
「火山灰地」
1961 年 11 月 25 日
『社会タイムス』
1961 年 11 月 15 日
『社会タイムス』
各幕みごとな構成　
第一部は、雨宮場長と恩師であ
り妻照子の父である唐沢博士との対立のところで終わっている。第一幕の「歳の市」の場面が、人物がたくさん出入りがあって、風物的には面白いが、その人間関係つかみにくいという難点この場面の上演では演出上にも論議されたらしいが、松本克平が大阪労演の機関誌上で説明しているように、よく観察すると第二幕以下に展開される事件との関連が出てくるので、やはり上演 べき場面だろう。それと、雨宮の家庭の問題と学説、および北海道農業おけるそれの適用の問題と、一方では治郎や足立キミなどの仂 者の生活の場との結びつきが 第一部においてはまだ並列的に進行している 、全体 してのスケールの大きさはわかるが、離れ離れの感じを与えて るのも事実である。しかし、各幕それぞれ見事な構成をもって書かれ 、次第に盛り上がってくる舞台がつくられている。　
発表当時の社会事情のために、
すなわち検閲
—
上演禁止の弾圧を
まぬがれるために、陰に くされ
たセリフ、あるいは遠慮した言葉（奴隷の言葉というべきかも知れない）によって 観客に直接与える理解が、原作のままではわかりにくい点もあることが問題になって、演出者の村山知義は そのために今回の上演ではテキスト・レジィを行なったのだ それはカットの部分の方が多く 書き換えた言葉は少ない。また全体の量の上から見て、それはほん 一部分に過ぎなかった。そして、この程度のものな 原作とあまり変りなかったし、難解という評判 上演の結果においてはあまり問題にならない。つまり 観客が判断り理解に苦しむという状態は出てきてい いように思う。ただドラマツルギーの上からの疑問が出てくるのだが、これは第二部を見から触れたいと思う。戦後新劇の最大収穫　
演技者の中には、初演の時から
出演していた人もいる。滝沢修、信欣三、鶴丸睦彦などは初演以来の役であり、宇野重吉は今回の役ではないが出演している。二十三年間の厚み…それを特に演技において感じるの る。
　
雨宮所長の滝沢修は、初演の
ときの苦労がいまでも活きている、といえる演技だろう。初演の時の印象があざやかに、今度の公演を見て る時によみがえってきた であ 。真実あるがために苦しみながらも斗う雨宮の姿を的確に表現しているのは、新劇 演技 正攻法による一つの典型 示している…と えよう。細川ちか子の妻照子が、こ ような境遇にそだち家というものに囲まれた中に生きて く女性 姿も、見事に描きだしている。宇野重吉の詩の朗読は、他の追従を許さない味をもって、まず観客を劇のイメージへとさそ こむ力量をもっている。庄作とう役も宇野の形象化 よって
役の印象を深めている。奈良岡朋子（足立キミ）内藤武敏（泉治郎）吉行和子（妹しの）鈴木瑞穂 市橋達二）山内明（新聞記者三宅鉄也）清水和子（雨宮の娘玲子）などの演技が非常にはっきりとし伝わってくることも、民芸 成長を物語っている。　
ベテラン級の北林谷栄（駒井タ
ツ）清水将夫（唐沢克己 小夜福子（船津いし）鶴丸睦彦（泉亀太郎）などさすがだが、特に北林小夜の努力を認めたい。それらのなかで信欣三（青木良衛）波多野憲（雨宮徹 が少し比重から離れているよう ある。　
しかし、全体として、今の劇団
で『火山灰地』に取組む意気込み（それは、この作品から新しいリアリズム演劇を確立して行こうとする意欲だが）と、これほど 演技力を多量に必要とする作品を、これほどにまとめて表現できるのは、劇団民芸の以外にはな だろうというのは、決して単なる賛辞ではない。　
村山知義は、久保栄の作品を初
めて演出したのだが、この アリズムの系列の戯曲を演出 上では、他に求められな 演出者といえるだろう。いままで発表された村山の久保に対する評価には問題があるが、この戯曲、この演技陣をもって、村山もこ 作品ができたともいえるだろう。　
十二月には第二部が引き続いて
上演される。 この作品はもちろん、今年度の第一級の だが これは戦後における新劇の最大の収穫の一つにもなるだろう。　
こうした企画も画期的なものだ
が、こ 大作が関西に残す足跡は大きい。それについては、第二部を見た上であらためて論じたいと思う。
（演劇評論家）
　（第二部は十二月五日から十五日まで産経会館で上演
—
大阪労演
例会）
リアリズム演劇の確立へ
（完）
『火山灰地』第二部への期待
新協
—
民芸の系譜
　
昭和十三年六月、新協劇団は築
地小劇場において、久保栄作『火山灰地』第一部、第二部を引続いて上演した。　
新協劇団は、昭和初期の築地小
劇場の分裂
—
プロレタリア演劇の
発展から後退にいたるまでの時期のあとをうけて、戦時下の困難な時代に、新劇 伝統を守り、その発展を目標 して合同した専門劇団で、村山知義、久保栄の二演出家を中心に、滝沢修 宇野重吉、小沢栄、信欣三、松本克平、三島雅夫、細川ちか子、原泉子、赤木蘭子などの演技者を擁して、昭和九年九月に　
①進歩的な芸術的に良心的に
　
②観客と妥協せぬ
　
③演出上に統一ある
新劇のピックアップチームとして結成されたもので、十五年八月に解散させられるまで、戦前の新劇運動のなかで最も輝かしい足跡を残した劇団だった。そして▽
 島崎藤村原作、村山知義脚色久保栄演出『夜明け前』第一部・第二部▽久板栄二郎作、村山知義演出『断層』▽ゲーテ作、久保栄訳・演出『ファウスト』第一部▽ハイエルマンス作、久保栄訳・演出 『天佑丸』 ▽ゴォリキィ作、 小山内薫訳、 村山知義演出『どん底』▽久板栄二郎作、杉本良吉演出『北東の風』▽トルストイ原作、ヴォズニセンスキィ脚色、杉本良吉訳・演出『アンナ・カレーニナ』▽久板 二郎作、村山知義演出『千万人と雖も我行かん』▽久板栄二郎 村山知義演出 『神聖家族』 ▽久保栄 ・演出『火山灰地』第一部 第二部▽シドニィ・キングスレィ中村雅男訳村山知義演出『デッド・エンド』▽長田秀雄作 伊藤道郎演出『大仏開眼』▽真船豊作、千田是也演出『遁走譜
などの代表的作品を上演したが、そのなかで最も優れたものとして『夜明け前』 『どん底』 『火山灰地』が挙げられる。いわゆる昭和十年
—
戦争突入の
直前、劇団解散にいたるまで、そ
の到達した地点でこのような活動がなされたのである。　
戦後、そして今日、この伝統を
うけつぐものと て劇団民芸 地位があると考えられる。そして今回、民芸が久保栄を記念し〝 リアリズム演劇確立〟の意図 下に、 『火山灰地』を上演しているのは新劇の今後の発展のために重要な意義があるも といえよう。激しい感動の舞台　
二十三年前の昭和十三年六月
二十六日、その日は新協劇団にる『火山灰地』第一部上演の最終日だった。前夜の夜行列車で大阪を出発した私は、東京に着くなりただちに築地小劇場に行った。同行者は故土田知博（戦前新人劇場を結成、そのあと大阪協同劇団参加、戦後 民衆座演出、新協劇団後援会組織後、 自殺した）だった。　
その夜、第一部の舞台を見たが
その感動を押さえることができずに土田と築地の近くの食堂で夜遅くまで話し合い、そのあと築地小劇場に帰って客席で夜 明かし、翌二十七日の昼は第二部の舞台稽古を見、夜に第二部の初日 舞台を見て、その晩 汽車で大阪に帰ってきた。これは、私 演劇生活なかでも忘れることの きないことの一つであった。　
その感動の質については、当時
私自身も大阪 プロレタリア演劇から新劇再建のための活動をしており、 協劇団とはもっとも親しい立場にあった いう事情もあったにせよ、その時代 社会状況のなかで、いか 反体制の側にあて演劇活動をつづけて行くかにいて日々苦斗している時であったから、今日の事情とは異なるものがあっ 、この作品 らうけた感動は、今 評価する立場とは当然異なったものであった。（この年の九月、私は演劇活動の自由を奪われた）劇を貫くテーマ　
この作品のテーマについて
は、その内容は複雑である 、大阪労演 機関誌に、野間宏の
書いた「 『火山灰地』について」の一文のなかに要約されたものを受け止めてよいと思う。「私はこの作者の言
葉をうけて『火山灰地』のテーマをつぎのように限定したいと思う。…農業生産力を発展させる めに大地と生物の論理 明らかに 、それによって新しい肥料配分を見出そうと実験を重ねる農事実験支場長雨宮は、自分の実験に忠実であればあるほど独占的な肥料会社の支えとなっている恩師 学説と対立して唯物論に移って行くほかないことを知って苦しむ。彼は大地と生物 論理を追求する自然科学の進んで行くコースが、仕事をすすめるうちに、権力 握り権力にまもられて日本農業を支配しいるものたち、逆にその支配の圧迫の下 苦しむ農民、また の弾圧によって農民 解放運動に打撃をうけて動揺をつづけるものちに接触し、ついに支配をた 切ろうとして過去の失敗し 運動に対する自己批判を内にひそめ力強く立上がる農民、炭焼きの進んで行くコースとかたく結びつい いることを知り、農業 貫い いるものは大地と生物の論理 自然論理だけでないことを明らかにし、ついにすべてをすてて自分の実験の報告のため支場長会議にでる決意をするのであ 。そし 、この仂く農民と、そのなかで自分を変えて積極的に社会参加を うインテリゲンチャの関係を描く ころに、この作品 テーマは結ばれているのである」
　　　
（つづく）
（筆者は演劇評論家。大岡演劇研究会主宰）　
なお、第一部は十八日まで産経
会館で上演。第二部は十二月五日から十五日まで同じく産経会館
—
大阪労演例
大岡欽治
『火山灰地』…第二部の大詰（第七幕）左から細川ちか子、滝沢修、清水和子
第一部・第一幕…「歳の市」
左から…小夜福子、鈴木瑞穂、大町文夫
リアリズム演劇の確立へ
見事な『火山灰地』の舞台
大岡欽治
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「鈍琢亭の最期」俳優座
第 181 回大阪労演例会 
開催年月 :1962 年 2 月 5 日〜 15 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 田中千禾夫
出　　　演 : 永井智雄（原成則）／村瀬幸子（原美和）／ 
高山真樹（原玉実）／東野英治郎（二階堂数馬）／ 
岸　輝子（松隈あぐり） 他
演　　　出 : 千田是也
鈍琢亭は時代遅れの食堂だったが、頑固者の店主・
成則は店の売却を拒んでいた。彼の妻の美和は 20
年前に床屋の三吉と駆け落ちし、2 年後に単身帰っ
てくるものの、三吉の子を宿していたが、成則は
自分の子として育てることにする。そんなある日、
行方不明だった三吉が鈍琢亭に姿を見せたことで、
成則の一家と鈍琢亭は崩壊へと向かっていく—。
本公演は大阪労演の自主企画例会で行われ、劇団
側との真剣なやりとりを経て上演された。
23　「鈍琢亭の最期」ポスター
原作者の田中千禾夫は、慶應義塾大学仏文学科在学中に岸田國士の「新劇研究所」
に入り、岸田主宰の『劇作』創刊・編集に携わりつつ、処女作の「おふくろ」で
注目される。その後文学座の創設に関わり、戦後は日本初の実存主義的戯曲とさ
れる代表作「雲の涯」を発表。そして 1951 年に俳優座に入り、カトリックであ
る自身の信仰的立場を踏まえた「原罪と神」「自我と愛」「女性崇拝と憎悪」など
をきびしく追究した作品を多く残す。他に「教育」「マリアの首」「千鳥」など。
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24　「鈍琢亭の最期」舞台写真
左から関口銀三（巡査）・村瀬幸子（原美和）・
高山真樹（原玉実）・岸輝子（松隈あぐり）・
東野英治郎（二階堂数馬）
26　「鈍琢亭の最期」脚本
副題である「生理的幕」について、原作者の田中
は「幕無しでやったら生理的に苦痛を生じるであ
ろうから」（『俳優座』第 42 号「自註」）と述べて
おり、彼自身は幕間なしの通し上演でも、作品上
は構わないと考えていたようである。
25　「鈍琢亭の最期」舞台写真
左から高山真樹・永井智雄（原成則）・
東野英治郎
28
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27　劇団機関誌　『俳優座』第 42 号
『俳優座』は『コメディアン（俳優座通信）』とともに劇団が発行した機関誌。
劇場パンフレットに近く、作品解説や劇作家や俳優らの小文を載せる。
27-2　表紙裏・1 頁
27-3　2・3 頁
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27-4　18・19 頁
27-5　20・21 頁
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「真田風雲録」三期会、新人会、青年座、仲間、俳優小劇場、他
第 184 回大阪労演例会 
開催年月 :1962 年 5 月 14 日〜 24 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 福田善之
出　　　演 : 渡辺美佐子〈新人会〉（むささびのお霧［後に霧隠才蔵］）／ 
池田一臣〈三期会〉（離れ猿の佐助［後に猿飛佐助］）／ 
木村　愰〈三期会〉（ずく入の清次［後に三好晴海入道］）／ 
工藤　勉〈青年座〉（どもりの伊三［後に三好伊三入道］）／ 
本郷　淳〈三期会〉（かわうその六［後に海野六郎］） 他
演　　　出 : 千田是也
大阪労演10周年記念事業の一環として劇作家・
福田善之が執筆し、若い 5 つの劇団の合同公
演となった本作は、真田幸村と彼に従う十勇士
の物語をベースに、戦国末期の動乱の中におけ
る勇士ら青年の考え方や主張のぶつかり合いを
主軸とする、ディスカッション劇の要素を含む
など、歴史劇と現代劇を融合する手法が用いら
れた。また作品の背景に安保闘争への批判的な
眼差しがあるといった批評など多くの劇評が出
され、話題を呼んだ。
28　「真田風雲録」ポスター
原作者の福田善之は、1958 年に東京大学在学中にふじたあさやとの共作「富士山麓」を発表して注目され、
卒業後は新聞記者を経て演出家の岡倉士朗に師事し、「長い墓標の列」で高い評価を得る。その後は観世栄
夫と青年芸術劇場を結成するとともに、「おっぺけぺ」「袴垂れはどこだ」などを発表し、手堅いリアリズム
劇から痛烈かつ洒脱な風刺劇まで幅広くカバーする福田の作品は、現在も劇作界に重要な影響を与えてい
る。他に「遠くまで行くんだ」「しんげき忠臣蔵」など。
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福田善之の代表作である
「長い墓標の列」「遠くま
で行くんだ」「真田風雲録」
「三日月の影」を収録した
作品集。その表題に「真
田風雲録」が採用されて
いるところに、この戯曲
が当時の劇界にもたらし
た衝撃を物語っている。
29-1　福田善之作品集『真田風雲録』（第 3 刷）
30　「真田風雲録」舞台写真
真田十勇士の面々が集結する一場面。
31　「真田風雲録」舞台写真
歴史劇にもかかわらずギターの演奏をする一場面。
32　「真田風雲録」舞台写真 33　「真田風雲録」舞台写真
34　「真田風雲録」舞台写真
29-2　160・161 頁
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35-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 157 号
『大阪労演』という機関誌の名称も、設立当初は関西労働組合映画協議
会（通称・労映）との共同編集・発行だったため『映画演劇』と名付け
られていた。しかし単独発行となった 23 号（’51 年 2 月）からは『労演』
に改称、さらに 105 号（’58 年 1 月）からは『大阪労演』となった。
これは「労演」と称する鑑賞団体が全国各地に増えたことに因るが、こ
うした改称の過程そのものが鑑賞運動発展の歴史と言えよう。
36　劇団機関誌　『青年座通信』第 26 号
『青年座通信』は、青年座が主に後援会員を
対象として発行した劇団の機関誌であり、
他の劇団機関誌と同様に公演作品の解説や
劇団員の近況などが記載されている。現在
は年 4 回発行。
35-2　4・5 頁
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37　「沖縄」ポスター
原作者の木下順二は、「夕鶴」など戦後演劇を代表する多くの戯曲を世に送り出し、
新劇界をリードした劇作家である。現代劇とともに民話劇にも才能を発揮するが、
作品の根底には行き過ぎた資本主義への批判と反戦・平和主義のあくなき追求が
織り込まれている。代表作に「蛙昇天」「子午線の祀り」「彦市ばなし」がある。
「沖縄」ぶどうの会
第 203 回大阪労演例会 
開催年月 :1963 年 12 月 3 日〜 13 日
会　　　場 : サンケイホール
作者原作者 : 木下順二
出　　　演 : 山本安英（波平秀）／蓮川くみ（老女）／ 
福山きよ子（新垣すえ）／小沢重雄（喜屋武朝幸）／ 
小林敦子（喜屋武よし） 他
演　　　出 : 竹内敏晴
沖縄本島の遙か西南にある小島に、敗戦から十数
年経てなお旧軍人・山野武吉は島民との交流を避
けて生きていた。そんな彼に大企業の幹部となっ
た戦友が、島への資本進出の障害となる米軍の土
地接収計画を破棄させるよう依頼する。そこで彼
は島民を煽り、反対闘争へと導く策謀を巡らせる。
資本家や米軍という強大な権力を前に「沖縄」が
持つ政治的現実に悩みながらも、懸命に生きる道
を模索する島民たちの姿を鋭く描出した作品。
34
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38　「沖縄」舞台写真 39　「沖縄」舞台写真
山本安英（波平秀）・土屋美智子（山野けい）
40　「沖縄」舞台写真 41　「沖縄」舞台写真
左から伊藤惣一（玉城昌盛）・久米明（喜屋武朝幸）
42　「沖縄」舞台写真
山本安英
35
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43-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 176 号
「新劇の聖女」山本安英を中心とするぶどうの会は、大阪労
演が設立された 1949 年に「夕鶴」で例会に登場して以降、
「蛙昇天」（’52）・「東の国にて」（’60）・「おんにょろ盛衰記」
（’61）など多くの例会で公演したが、1964 年に内部対立
によって解散したため、「沖縄」が大阪労演における最後の
舞台となった。
43-2　6・7 頁
43-3　8・9 頁
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44　「沖縄」脚本　
大阪労演と木下順二の繋がりは深く、大阪労演は 1961 年に自主企
画の一環として創作劇の執筆を木下に依頼し、民芸の代表作の一つ
となる「オットーと呼ばれる日本人」を得た。この時木下は「労演
として、作家の内部への積極的なはたらきかけがなされなければな
らない」と指摘し、それを受けて大阪労演幹事会は例会に対する組
織としての批評を機関誌『大阪労演』に掲載することとなった。
45　観客数一覧
大阪労演にとって観客数の多寡は組織
運営に最も直結する問題であり、その動
向には関心が払われた。ちなみに「沖縄」
は13回公演で約17,300人を動員した。
46　会員の投稿（封書・はがき）
機関誌『大阪労演』には「私の劇評」というコーナー
があり、労演サークル会員に各例会作品の劇評を募集
して掲載した。こうした劇評は劇団と労演と観客の三
者を結びつける非常に重要な位置を占めていた。
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「夜明け前　第一部」劇団民芸
第 209 回大阪労演例会 
開催年月 :1964 年 6 月 15 日〜 26 日
会　　　場 : サンケイホール
作者原作者 : 島崎藤村
脚　　　色 : 村山知義
出　　　演 : 滝沢　修（青山半蔵）／清水将夫（青山吉左衛門）／ 
細川ちか子（おまん）／吉行和子（お民）／ 
芦田伸介（青山寿平次） 他
演　　　出 : 久保　栄
木曽馬籠で庄屋などを務める青山半蔵は、村役人の
立場にありながら平田篤胤の国学を信奉し、来たる
べき「御一新」の到来に自ら活躍せんと江戸や京で
奔走する。しかしようやく迎えた明治維新の世の中
で平田派は冷遇され、また厳しい現実を前に何も成
し得ない苛立ちと、守るべき村民の無理解と反発に
深く苦悩する半蔵は、遂に精神を病み、座敷牢に幽
閉されるのであった—。島崎藤村不朽の名作に民芸
が挑み、特に大きな話題を呼んだ。
47　「夜明け前　第一部」ポスター
原作者の島崎藤村は、1872 年に筑摩県馬籠村（現岐阜県中津川市）で代々本陣・庄屋・問屋などを務めていた島崎家の
四男として生まれる。父正樹の影響で幼少から漢文学に親しみ、学生時代は西洋文学や古典も読みふけり、卒業後は北
村透谷の『文学界』に参加して浪漫主義詩人として創作活動に勤しむ。その後『破戒』によって自然主義の小説家とし
ての地位を確立し、その文学的集大成として自伝的大作『夜明け前』を執筆するも死去により未完に終わる。なお『夜
明け前』の主人公青山半蔵のモデルは父正樹である。他の代表作に『若菜集』『春』『新生』など。
39
'64-'65
48　「夜明け前　第一部」舞台写真
左から滝沢修（青山半蔵）・草薙幸二郎（敗残兵）・
梅野泰靖（敗残兵）
50　「夜明け前　第一部」舞台写真
細川ちか子（おまん）
49　「夜明け前　第一部」舞台写真
左から芦田伸介（青山寿平次）・滝沢修
40
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52　「夜明け前　第一部」舞台写真
中央に吉行和子
51　「夜明け前　第一部」舞台写真
左から吉行和子（お民）・滝沢修
53　「夜明け前　第一部」舞台写真
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54-1　 「夜明け前　第一部」公演案内チラシ
この「夜明け前」は大作にふさわしく第一部と第二部に分かれ、第二部は翌 ’65 年 11 月例会で上演された。こうした構成は長
い大阪労演の歴史のなかでも「火山灰地」（民芸・’61）と 2 度しかなく、大阪労演側も相応の態勢で準備を行った。
55　「夜明け前　第一部」脚本
54-2　内面
56　会員の投稿（封書・はがき）
労演サークル会員による「私の劇評」への投稿は、多い時
には数十通にも上り、労演や演劇そのものをより良くして
いこうとする観客側の意志が感じられる。
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「ハムレット」俳優座
第 210 回大阪労演例会 
開催年月 :1964 年 7 月 20 日〜 31 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : ウィリアアム・シェイクスピア
訳　　　者 : 三神　勲
出　　　演 : 仲代達矢（ハムレット）／浜田寅彦（クローディアス）／ 
三島雅夫（ポローニアス）／平幹二朗（ホレーショ）／ 
長谷川哲夫（レアーチーズ） 他
演　　　出 : 千田是也
シェークスピア四大悲劇の一つである本作品は、
デンマーク王子ハムレットが父王の亡霊に復讐を
懇願される場面から始まる。相手は現王クローディ
アスで、暗殺の確証を得た彼は宰相ら王の監視を
排除して機会を待つ。焦る王は宰相の息子にハム
レットと試合をさせて、毒を塗った剣で彼を刺す
よう命じる。しかしハムレットは息子を倒し、王
への復讐も果たすが、毒によって彼自身も死に、
事件に関わる全員が命を落とす悲劇の結末となる。
57　「ハムレット」ポスター
原作者のウィリアム・シェークスピアは、1564 年にイングランド中部のストラトフォード・オン・エーボンに生まれ、俳
優ののち、ロンドン・グローブ座の座付き作家となって 37 篇の戯曲などを世に送る。特に言語表現の豊かさと性格描写の
巧みさに優れ、英国ルネサンス文学の最高峰として後世の西洋文学に多大な影響を与える。代表作は「ハムレット」「オセロ」
「リア王」「マクベス」の四大悲劇のほか、「ロミオとジュリエット」「ベニスの商人」など。
使用の画像は撮影：秋山庄太郎　© 秋山庄太郎写真芸術館
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58　「ハムレット」舞台写真
左から仲代達矢（ハムレット）・平幹二朗
（ホレーショ）・長谷川哲夫（レアーチーズ）
59　「ハムレット」舞台写真
左から仲代達矢・東山千栄子（ガートルード）・
浜田寅彦（クローディアス）
60　「ハムレット」舞台写真
仲代達矢
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61-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 183 号　
大阪労演の例会で最初に「ハムレット」が上演されたのは 1955 年
4 月の文学座公演（福田恒存演出）だが、シェークスピア劇に関し
ては俳優座が演目・回数ともに群を抜いていた。
61-2　6・7 頁
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62-1　「ハムレット」公演案内チラシ
この公演は俳優座創立 20 周年の記念公演ということもあり、千田是也・東山千栄子・東野英治郎・岸輝子ら創立メンバーを含め、
中堅や若手らが競演する豪華な舞台となった。
使用の画像は撮影：秋山庄太郎  © 秋山庄太郎写真芸術館
63-1　「ハムレット」脚本
当時の劇評によると、この「ハムレット」は悲劇性を強調した過去の上演とは異なり、大変「遊びのある」演出と評されていた。
これは演出の千田是也が、できるだけ作品に即しながら面白い芝居を目指したことによるが、多様多彩な「ハムレット」像の描出
に成功したと言えよう。
62-2　内面
63-2　180・181 頁
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「ファウスト　第一部」俳優座
第 225 回大阪労演例会 
開催年月 :1965 年 10 月 6 日〜 16 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ
訳　　　者 : 手塚富雄
出　　　演 : 平幹二朗（ファウスト）／小沢栄太郎（メフィスト）
／三島雅夫（道化、俄か富豪）／永井智雄（ワーグ
ナー、苛貴の霊、実在論者）／浜田寅彦（老農夫、大臣）／ 
稲葉義男（市民、超自然論者）／岩崎加根子（マルガ
レーテ） 他
演　　　出 : 千田是也
悪魔メフィストは天上の主と賭けをし、学問の全
てを究めてもなお満足しないファウストを奪うと
宣言する。メフィストは快楽に満足させたら滅ん
でいいと答える彼に、美しいマルガレーテを引き
合わせる。二人は恋に落ちるが、彼女は逢瀬の邪
魔になる母を殺め、腹の子も流した罪で投獄され
てしまい、ファウストは彼女を救い出せとメフィ
ストに命じるが—。俳優座総出演となった公演は
大阪労演史上最多の観客数 23,650 名を動員した。
64　「ファウスト」舞台写真
左から小沢栄太郎（メフィスト）・平幹二朗（ファウスト）
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65　「ファウスト」ポスター
原作者のゲーテは、1749 年にドイツ中部フランクフルト・アム・マインの裕福な家庭に生まれる。
幼少から語学と文学に目覚め、大学時代から本格的な創作活動を行い、戯曲「ゲッツ・フォン・ベ
ルリヒンゲン」と小説『若きウェルテルの悩み』を発表し、シラーとともに「疾風怒濤」運動と呼
ばれる文学革新運動の旗手となり、ドイツ古典主義時代を牽引する。日本には明治中頃に伝えられ、
若き島崎藤村や尾崎紅葉・北村透谷らが愛読し、日本近代文学にも大きな影響を与えた。他に『ヴィ
ルヘルム・マイスターの修行時代』『ヘルマンとドロテーア』がある。
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66　「ファウスト」入場者数
入場者の実数一覧。ABCD は毎日ホール
の座席の等級を示しており、また「立見」
分も用意されていたことが分かる。
67　座席券申込数・発行枚数
労演サークル会員が例会に参加する際
は、まず鑑賞希望日時を電話ないし申
込用紙に記入して労演事務局に提出す
る必要があった。その上で事務局が日
時と座席を割り振って、会員に指定券
を発行する手順が踏まれた。
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「ミステリヤ・ブッフ - 奇想天外神聖喜歌劇」
三期会、新劇場、新人会、自由劇場、青年座、同人会、仲間、俳優小劇場、他
第 250 回大阪労演例会 
開催年月 :1967 年 9 月 6 日〜 15 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : ウラジミール・マヤコフスキー
総　監　督 : 千田是也
脚　　　色 : 長谷川四郎
出　　　演 : 江幡高志〈新劇場〉（雑役夫）／林　昭夫〈新人会〉 
（エスキモーの漁夫）／公郷敬子〈新劇場〉（エスキ 
モーの猟師）／大木正司〈フリー〉（カジ屋）／ 
和田一壮〈青年座〉（坑夫） 他
演　　　出 : 観世栄夫
大洪水によって地球一面が沈み、唯一残った北極
に世界各国の人々が逃げてきた。命からがらたど
り着いた彼らだったが、そんな中でも自分の地位
や誇りに固執し、今後どう生き延びるかの話し合
いは全くまとまらない。そして次第に彼らは支配
しようとする者とそれに抵抗する者へと分かれて
いく。あたかも大洪水前の地球のように―。8 劇団
合同で上演された本作は、唄あり踊りありの「お
祭り芝居」として躍動感あふれる舞台となった。
68-1　「ミステリヤ・ブッフ」公演案内チラシ（観劇申込書付）
この例会では会費 550 円に設定されているが、1967 年当時の
大卒初任給は約 25,000 円、ビール 1 本 120 円、映画入場料
500 円であった。
68-2
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69　「ミステリヤ・ブッフ」公演案内チラシ
70　「ミステリヤ・ブッフ」脚本
原作者のウラジミール・マヤコフスキーは、1893 年に南方
ロシアのグルジアで生まれる。20 世紀初頭のロシアで沸き
上がった芸術運動「ロシア未来派」を代表する詩人として活
躍し、ロシア革命の高揚のなか「芸術の革命」を訴えて当時
の芸術界をリードする。しかしスターリン体制が確立した後
は孤立し、また不幸な失恋も重なってピストル自殺する。代
表作は「ズボンをはいた雲」「ウラジーミル＝イリイチ＝レー
ニン」など。
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71　「ミステリヤ・ブッフ」舞台写真
左から猪俣光世（乳しぼり娘／俳優小劇場）・江幡
高志（雑役夫／新劇場）・大木正司（カジ屋／フリー）
72　「ミステリヤ・ブッフ」舞台写真
73　「ミステリヤ・ブッフ」舞台写真
左から田口計（イタリア人／新劇場）・渡辺芳子
（オーストラリア人夫人／仲間）・森塚敏（ドイツ
人／青年座）・田村保（フランス人／青年座）・伊
藤正次（アメリカ人／三期会）・藤岡賢祐（牧師／
新人会）・根上忠（インドのラジャ／三期会）・平
田守（ミカド／青年座）・今井和子（美女／青年座）・
池田一臣（大学生／三期会）ほか
74　「ミステリヤ・ブッフ」舞台写真 75　「ミステリヤ・ブッフ」舞台写真
76　「ミステリヤ・ブッフ」舞台写真 77　「ミステリヤ・ブッフ」舞台写真
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78-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 221 号
こうした 8 劇団による合同公演の魅力は、劇団毎の性格の違
いを超えて、役者一人ひとりの演技力と表現力が試される場
だった点にあり、そこに合同公演の難しさと面白さがあった。
78-2　2・3 頁
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「ベトナム討論」俳優座
第 260 回大阪労演例会 
開催年月 :1968 年 6 月 10 日〜 21 日　
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : ペーター・ヴァイス
訳　　　者 : 岩淵達治
出　　　演 : 神山　寛／袋　正／福田豊土／佐伯赫哉／ 
早川純一 他
演　　　出 : 岩淵達治・木村鈴吉
1968 年 3 月 21 日に世界一斉上演された本作は、
前半は紀元前 500 年から 1954 年のベトナム民主
共和国独立宣言に至るまでの中国による侵略と支
配、国内諸侯の権力争い、フランスの植民地時代
と日本占領時代の抑圧の歴史を人民の視点で描か
れる。そして後半はベトナム戦争におけるアメリ
カの介入や侵略の過程と、人民の力強い抵抗の姿
が舞台の上で演じられ、美しい朗読やコーラスを
はじめ舞踊など多彩な表現法が用いられた。
79　「ベトナム討論」ポスター
原作者のペーター・ヴァイスは、1916 年にドイツのノイバベルスベルクに生まれる。その後チェコに移るもののナチスの侵攻を
避けてスウェーデンに移住し、小説や戯曲の執筆活動を始める。そして 1963 年に発表した戯曲「マラーの迫害と暗殺」によって
劇作家としての名声を不動のものとした彼は、’82 年の死の直前まで創作意欲を失わず、ユダヤ人の家系に生まれた者としての冷
徹な眼差しで、ナチス占領下のドイツのあり方をテーマとした作品を残した。他に「御者の体の影」「追究」「抵抗の美学」など。
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80-1　「ベトナム討論」公演案内チラシ（観劇申込書付） 80-2　裏面
81-1　 原作本『ベトナム討論』ペーター・ヴァイス / 岩渕達治訳
訳者の岩淵達治は、この他にも『亡命のトロツキー』（’70、白水社）、『ヘルダリーン』（’72、同）の翻訳も担当している。
81-2　中表紙
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82　「ベトナムの夕」招待状
大阪労演では各例会に先立ち、労演サークル
会員に対して上演作品の理解の深化や出演俳
優との交流を目的とした集会を企画していた。
83　山本圭ブロマイド
山本圭（役名なし）
84　「ベトナム討論」舞台写真
中央に山本圭
85　「ベトナム討論」舞台写真
清水良英・加村赳雄・立花一男・佐藤オリエ・佐伯赫
哉・山本圭・可知靖之・松野健一など（役名なし・順
不同）
86　「ベトナム討論」舞台写真
中央奥に可知靖之・山本圭・松野健一・佐伯赫哉（役
名なし・順不同）
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「人形日本風土記」・「蒸発した猿回し」人形劇団プーク
第 271 回大阪労演例会 
開催年月 :1969 年 2 月 13 日〜 24 日　
会　　　場 : 大阪厚生年金会館中ホール
作者原作者 : 川尻泰司
出　　　演 :［人形日本風土記］山根宏章／長谷詔夫／ 
広田正光／大畑益彦／小俣毅彦（以上人形使い） 
［蒸発した猿回し］三木のり平（猿回し）／ 
竹内とよ子／長谷詔夫／古賀伸一／川尻原次／
小俣毅彦／久保田恵美子（以上人形使い） 他
演　　　出 : 川尻泰司
「人形日本風土記」は「アイヌの熊おくり」「六地
蔵念仏」「ちんぐさの唄」など日本各地の民俗的行
事や説話、踊りや子守唄などを素材に、華やかさ
とユーモラスさをあわせもつ人形劇に仕上げられ
た。「蒸発した猿回し」は高度経済成長に歪む社会
を参議院議員になって立て直そうと考え、その為
にテレビタレントになろうと一人でオーディショ
ンを受け続けた結果、固い信頼で結ばれていた相
棒の猿に見捨てられてしまう猿回しの悲しい物語。
87　「人形日本風土記 / 蒸発した猿回し」ポスター
大阪労演例会のほとんどは生身の人間が舞台上で役を演じる
「芝居」であったが、人形劇もしばしば取り上げられた。1929
年創立のプークはその主要な人形劇団の一つであり、レパート
リーの豊富さとともに技能や芸術性の高さには定評があった。
88　「蒸発した猿回し」舞台写真
三木のり平（猿回し）
89　「蒸発した猿回し」舞台写真
三木のり平
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90-1　 「人形日本風土記 / 蒸発した猿回し」 
公演案内チラシ（観劇申込書付）
「蒸発した猿回し」は、昭和を代表するコメ
ディアンである三木のり平との競演が話題
を呼んだが、俳優と人形がタッグを組んだ
作品としては「チンドン屋でござい」（1966
年 8 月例会）の俳優西村晃との競演もあり、
両者のコラボレーションは演劇の面白さを
一段と広げる役割を担った。
90-2　裏面
91　告知「サークル代表の皆様へ」
大阪労演からサークル会員への配布物は
各種あるが、1969 年には既に会員数の
急激な減少が始まっており、そうした危
機感を反映した、固定的な会員の確保に
よる労演組織の安定化を訴えるチラシが
配られた。
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「おさえればとまるアルトゥロ・ウィの栄達」俳優座
第 272 回大阪労演例会 
開催年月 :1969 年 3 月 7 日〜 17 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : ベルトルト・ブレヒト
訳　　　者 : 長谷川四郎
出　　　演 : 田中邦衛（アルトゥロ・ウイ）／永田　靖（老ドグズバ
ロ）／三島雅夫（役者）／稲葉義男（グッドウィル）／
中谷一郎（エマヌエレ・ジリ）／袋　正（花屋ジウゼッ
ペ・ジボラ） 他
演　　　出 : 千田是也
20 世紀を代表する劇作家ブレヒトの戯曲である本
作は、ヒトラーと側近たちを「シカゴのギャング一
味」に置き換え、主人公アルトゥロ・ウイが裏社会
でのし上がり、果ては市政を掌握していくさまを描
き出した寓話劇である。本作品は一種のパロディだ
が、この「置き換え」はファシズムの台頭があの時
代や場所における特殊な出来事では決してなく、資
本主義の国ならばどこでも起こり得ることを示すと
演出担当の千田是也は指摘している。
92　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」ポスター
原作者のベルトルト・ブレヒトは、1896 年にドイツ南部アウク
スブルグに生まれ、共産主義運動に参加しつつ、1928 年に作曲
家クルト・ヴァイルとの合作で、ジョン・ゲイの戯曲「乞食オ
ペラ」をモチーフにした「三文オペラ」を発表・上演し、一躍
その名が世界に知られることになった。以後多くの反ファシズ
ム作品を世に送るとともに、役への感情移入を排除する独自の
演劇理論（「叙事的演劇」・「異化」効果など）は世界の演劇関係
者に絶大な影響を与えた。他に「肝っ玉お母とその子供たち」「ガ
リレイの生涯」など。
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93-1　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」
公演案内チラシ（観劇申込書付）
1969 年初頭の例会は大阪労演の創立 20 周年記念とし
て企画され、2 月のプーク公演を皮切りに俳優座・文
学座・民芸という日本を代表する劇団が、日本初の鑑
賞団体の節目に花を添えた。
93-2　裏面
94-1　 大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 239 号
この作品はアルトゥロ・ウイとヒトラーといった人物設定も寓話的だが、物語の流れもナチス台頭の過程を下敷きにした構成になって
おり、その点が観客にも分かるように併記している。
94-2　2・3 頁
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95　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」舞台写真
左から東野孝彦（ドグズバロ二世）・永田靖（老ドグズバロ）・
田中邦衛（アルトゥロ・ウイ）
96　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」舞台写真
田中邦衛。主人公のアルトゥロ・ウイはアドルフ・ヒトラーを
模しているが、主役の田中邦衛のメイクもその点を意識したも
のとなっている。
97　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」
舞台写真
中央に田中邦衛
98　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」
舞台写真
中央に田中邦衛
99　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」
ブロマイド
左から横内正（エルネスト・ローマ）・遠藤剛（テッド・
ラッグ）・田中邦衛・中村たつ（ドック・デージ）・
中谷一郎（ギャング）
100　 「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」
ブロマイド
左から中谷一郎・田中邦衛・遠藤剛・横内正
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101-1　「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」脚本
102-1　「おさえればとまるアルトゥロ・ウイの栄達」定期公演資料
本書は俳優座の教育事務室（室長・木村鈴吉）が上演や演出に資するため、稽古における注目点や海外の批評家及び新聞の
劇評などを集めた資料集。出演者などに配布されたと思われる。
102-2　目次
101-2　出演者
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「女の一生」文学座
第 273 回大阪労演例会 
開催年月 :1969 年 4 月 8 日〜 19 日
会　　　場 : サンケイホール
作者原作者 : 森本　薫
出　　　演 : 杉村春子（布引けい）／北城真記子（堤しず）／ 
加藤　嘉（堤伸太郎）／北村和夫（堤栄二）／ 
新橋耐子（総子） 他
演　　　出 : 戌井市郎
日本の演劇界を支え続けた女優杉村春子の代表作
である本作品は、明治時代の終わりに孤児だった
娘けいが、清国との貿易で財を成すものの、当主
を失っていた堤家の未亡人しずに拾われるところ
から始まる。その後けいは持ち前のおおらかな性
格が認められて長男伸太郎の妻となり、芸術家肌
の夫に代わって家業を切り盛りしていく。妻とし
て母として一家の柱として、抱えきれぬ程の重み
に耐えながら、けいは「女の一生」を生きていく。
103　「女の一生」ポスター
原作者の森本薰は、1912 年に大阪で生まれ、
旧制北野中学（現・北野高校）を経て、京都帝
大英文科在学中に戯曲を執筆し、「一家風」「み
ごとな女」「華々しき一族」などを発表して注
目を集める。サマセット・モームなどの影響も
あり、豊かな構成力と心理描写に優れ、みずみ
ずしく洗練された対話に特徴がある。卒業後は
文学座に入り、1945 年に「女の一生」を発表
し、主役を演じた杉村春子の代表作となるもの
の、’46 年に夭折する。他に「わが家」「かく
て新年は」「富島松五郎伝」など。
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104　「女の一生」ブロマイド　
杉村春子（布引けい・10 代）
撮影 : 秋山庄太郎　
秋山庄太郎写真芸術館
105　「女の一生」ブロマイド
杉村春子（布引けい・20 代）
撮影 : 秋山庄太郎　
秋山庄太郎写真芸術館
106　「女の一生」ブロマイド
杉村春子（布引けい・30 代）
撮影 : 秋山庄太郎　
秋山庄太郎写真芸術館
107　「女の一生」ブロマイド
杉村春子（布引けい・40 代）
撮影 : 秋山庄太郎　
秋山庄太郎写真芸術館
108　「女の一生」ブロマイド
杉村春子（布引けい・50 代）　
撮影 : 秋山庄太郎　
秋山庄太郎写真芸術館
109　「女の一生」ブロマイド
杉村春子（布引けい・60 代）
撮影 : 秋山庄太郎　
秋山庄太郎写真芸術館
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110-1　「女の一生」公演案内パンフレット（別公演）　左上に使用の写真は撮影 : 秋山庄太郎、 秋山庄太郎写真芸術館
110-2　裏面
文学座は公演劇場問題により 1956 年を期に大阪労演の例会から離れていたが、ようやく ’64 年 8 月例会に「欲望という名の電車」
で復活。その後は年 1 回のペースで例会に登場し、大阪労演創立 20 周年記念企画において遂に代表作である「女の一生」を上演する
こととなった。
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114-1　「女の一生」脚本　（別公演・1989 年）
杉村春子は主人公の布引けい役を 900 回以上演じたが、劇中で語られる「誰が選んでくれたんでもない、自分で歩き出した道ですもの」
という名台詞は、杉村自身の人生そのものと言える重みを持っていた。
114-2　72・73 頁
111　「女の一生」舞台写真
北村和夫（堤栄二）
112　「女の一生」舞台写真
杉村春子（布引けい）
113　「女の一生」舞台写真
北村和夫・杉村春子
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「炎の人　ヴァン・ゴッホの生涯」劇団民芸
第 274 回大阪労演例会 
開催年月 :1969 年 5 月 6 日〜 17 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 三好十郎
出　　　演 : 滝沢　修（ヴィンセント・ヴァン・ゴッホ）／清水将夫
（ポール・ゴーギャン）／山内　明（トゥールーズ・ロート
レック）／内藤武敏（テオドル・ヴァン・ゴッホ）／ 
大森義夫（ワイセンブルーフ） 他
演　　　出 : 村山知義
貧しい者への献身と福音伝道に生きようとした
ゴッホだったが、その営みを断たれた絶望感を絵
画への情熱にぶつける。弟テオの支援の下、パリ
に拠点を置いた彼は、最先端のパリ画壇の中で苦
悩する若い画家達との交流を通して、自分の画風
を模索する。しかし彼の絵は理解されず、餓えと
孤独と焦りのなか描き続けなければならなかった、
命と心を削りながら—。名優滝沢修の当たり役と
して何度も再演され、非常に高く評価された。
115　「炎の人」ポスター
原作者の三好十郎は、1902 年に佐賀市
で生まれ、早稲田大学英文科在学中に左
翼芸術同盟を結成するとともに、詩やプ
ロレタリア劇の創作を始め、戯曲「首を
切るのは誰だ」「疵だらけの秋」などを
発表する。しかし次第に左翼運動から離
脱していき、庶民の生活を題材としたリ
アリズム劇を多く創作した三好は、「無
頼派」と呼ばれる近代の既成文学全般に
批判的な作家群の一人に数えられた。他
に「浮標」「斬られの仙太」など。
ポスターに使用の写真は撮影：秋山庄太郎、© 秋山庄太郎写真芸術館
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116　「炎の人」舞台写真
左から滝沢修（ゴッホ）・塩屋洋子（シーン）
117　「炎の人」舞台写真
滝沢修
118　「炎の人」舞台写真
滝沢修
119　 「炎の人」 
ブロマイド
清水将夫（ゴーギャン）
121　 「炎の人」 
ブロマイド
滝沢修
120　 「炎の人」 
ブロマイド
有馬稲子（ラシエル）
122　 「炎の人」 
ブロマイド
滝沢修
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123-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 241 号
123-2　表紙裏
124　「炎の人」脚本
大阪労演 20 周年記念企画の最後を飾った「炎の人」
の初演は 1951 年の東京新橋演舞場であり、滝沢修
のゴッホは絶賛を得て彼の当たり役となった。大阪
労演での初演は ’52 年 1 月の特別例会において上演
され、大きな話題を呼んだ。
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関西芸術座の '60 年代
「はたらき蜂」
第 171 回大阪労演例会 
開催年月 :1961 年 7 月 12 日〜 23 日
会　　　場 : 朝日会館
作者原作者 : 東川宗彦
出　　　演 : 山本　弘（市原）／中西弘光（吉岡）／ 
楠　年明（井伊原）／溝田　繁（谷本）／ 
千葉　保（中村） 他
演　　　出 : 岩田直二
舞台は郵便局貯金課外務係の一室。新しく配属さ
れた市原は、仕事に不満を抱きつつ自分の能率だ
け考える同僚達によって、なり手がなかった労働
組合の職場委員となる。組合活動など初経験の市
原だったが、皆が願っていた要望を簡単に叶えた
せいで職場の空気は一変。さらに労組中央から賃
上げ闘争の指令がくると、出世との関係で同僚は
四分五裂の混乱に。その姿に市原はある決断をす
る—。関西芸術座が最も意義深く振りかえる作品。
125　「はたらき蜂」ポスター
原作者の東川宗彦は、戦後の大阪を代表する劇作家の一人であり、関西芸術座など在阪劇団や自立
劇団（職場劇団）に数多くの作品を提供した。労働者の生活の実態を鋭く切り取った作風に定評が
あり、なかでも関西芸術座との関係は強く、1960 年代だけでも「牛」（’60 年 11 月）「はたらき蜂」
「仏さわぎ」（’69 年 9 月）の 3 作品が大阪労演の例会で上演されている。ちなみに「はたらき蜂」
執筆時、東川は郵便局に勤めており、作品内容との関係から上演を危ぶむ声もあったという。
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126-1　「はたらき蜂」公演案内チラシ
関西芸術座にとって「はたらき蜂」は、
劇団におけるリアリズム劇上演の先駆的
な作品であり、以後リアリズム劇が関芸
のレパートリーの中軸をなしていく。大
阪労演はそうした関芸の公演を年に 1
度は必ず例会作品に取り上げ、在阪劇団
の育成に意を尽くした。
126-2　内面
127-1　 大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 147 号
127-2　6・7 頁
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関西芸術座の '60 年代
128　「はたらき蜂」稽古写真
130　「はたらき蜂」舞台写真
129　「はたらき蜂」舞台写真
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関西芸術座の '60 年代
劇
 評
「はたらき蜂」
劇
 評
「はたらき蜂」
　
関西芸術座は十二日から労
演例会で喜劇「はたらき蜂」を上演したが、これは郵便局の職場を舞台にしたもので、上演を前にして出演者は郵便局を見学してまわったり熱心にけいこをつづけてい 。
　
作者の東川宗彦は大阪港郵
便局に勤務しているが、それだけに脚本には現実のなまなましさがあり、郵政関係者の中には上演を中止した方がよいのではないかという意見のものもあるが、郵便局の労組
は非常に協力的で、組合との話し合い赤い自転車や制服などを借りることができたと劇団で いっている。いずれにしろ、かなり問題になる芝居になりそうだ。二十三日まで大阪朝日会館、二十四

—
二十六日神戸国際
会館。
　
関西芸術座は公演として、
昨年登場してきた関西の新人劇作家東川宗彦の第二作「はたらき蜂」を上演した。前作「牛」が奈良の農村の現実を喜劇的にとりあげて注目されたが、今回は郵便局の貯金外務員の職場の生活を描き出した。外務員に新採用された市原が入ってくる。根が善良でお人好しの彼はとまどうばかりで、なりてのない職場委員にまつり上げられてしまう組合に いて何も知ら 彼は仲間の不満や要求を、真実と冗談の区別もわからないまま持ち出してしまう。職場大会開催の指令がくると、この支部はたちまち四分五裂ししまうという事態が出る。おそらく職場とはそうしたものだろう。作者は市原という何も知らぬ無色透明で蒸溜水み いな人間を職場にもちこみ、職場 現実で動 て行く男が、それぞれ職場でろいろ現実にぶつかっている人には、どう反応を与えていくかの状況を描き出している。各場面とも各人物の個性を巧みに描き、笑いを高めいく。　
ただ、この市原という人物
が、まじめで純粋であるというのが、現在の状況に生きている人間としては作りものの感が深い。 それと職場の上層、つまり官側と、労働組合、相手に対する批判が出てくるが、それに対す 、では何が必要で、何が中心であるかの提示が不十分のままなので、見終わったあとで、では、これからの人々の行動はどうなるだろうかについてのはっきりした予想はつかない。つり前進の態がつ まれていない点が気になるのだ。　
演出（岩田直二）は、ブレ
ヒト流の演出方法で、この作品をさばきながら、各役の姿を描いている点でまとまりを見せている。演技が今度くらい関芸としてそろって生かされているのは珍し 。市原に「牛」で好演した山本弘を起用したのもよいが、理論的な吉岡に中西弘光、チャッカリ屋で勉強家の井伊原に楠年明、仕事が終わると夜店 金魚屋になる谷本に溝田繁 自分だけを守る中村 千葉健、定年でクビ 砂山 北見唯一、戦争未亡人の女子外務員野村に藤山喜子 拝金主義の滝田主任に松田明、外務主事伊勢本に波田久夫、内務積立係で職場委員の和枝に八杉陽子と職場の人々をならべ、貯金課長に柳川清、庶務課長に矢野文彦、 局長に山 弘三、組合支部長に酒井哲など それぞれ 活躍してみせる。関西芸術座としては、久しぶりに見せるアンサンブルに生かされた公演として注目されてよい。装置・板坂晋治、髙松伊久夫、照明・小林敏樹、音楽・多家和人＝二十三日まで朝日会館＝写真は「はたらき蜂」の一場面
【Ｏ】
現実のなまなましさ
関芸の問題劇「はたらき蜂」
見事なアンサンブル
郵便局員の職場生活描く
関西芸術座公演「はたらき蜂」
関芸「はたらき蜂」の
一場面（左から）山本
弘、楠年明、中西弘光
1961 年 7 月 13 日
『朝日新聞』夕刊
1961 年 7 月 19 日
『スポーツニッポン』
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「米どころの報告」
第 200 回大阪労演例会 
開催年月 :1963 年 9 月 4 日〜 13 日
会　　　場 : 大阪毎日ホール
作者原作者 : 宇津木秀甫
出　　　演 : 北見唯一（川辺惣一郎）／新屋英子（川辺チエ）／ 
楠　年明（川辺新太郎）／清水広志（野口平吉）／ 
坂本和子（古川キヌ） 他
演　　　出 : 岩田直二
本作は 1950 年頃に大阪府三島郡三箇牧村で実際
起きた供出米騒動に基づくルポルタージュ戯曲。
60 年ぶりの凶作にあえぐ同村農民は「真にやむを
得ない農家には完納を強いない」という知事との
覚書を盾に、供出米完納拒否・飯米確保を目指し
団結闘争する。しかし富農との温度差に加え、
GHQ が覚書を取り消して完全供出を指示するに至
り、徴収のジープ乗り込み阻止の抵抗もむなしく、
農民たちには荒廃した田しか残らなかった—。
131　「米どころの報告」ポスター
原作者の宇津木秀甫は、1926 年に大阪府高槻市で生まれ、龍谷大学在学中に学生劇団「実験劇場」
を結成し、以後劇作家・演出家としての活動を始める。また戦後は地元の昔話を広く収集するなど、
郷土史家として活躍するかたわら、影絵作家として影絵劇団アクト座を主宰するなど、地元と密着し
て文化発展に広く貢献する演劇人である。
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132　「米どころの報告」舞台写真 133　「米どころの報告」舞台写真
134-1　 劇団機関誌　 
『関西芸術座』第 20 号
関西芸術座は 1957 年に制作座・五
月座・民衆劇場の関西 3 劇団が合同
して誕生した劇団で、機関誌『関西
芸術座』も創立の慌ただしさのなか
で作られた。他の劇団機関誌と同様、
上演作品のあらすじや時代背景をは
じめ、作家や演者のコメントなどが
多く収録されており、観客の作品理
解に資する内容となっている。
134-2　4・5 頁
134-3　6・7 頁
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関西芸術座の '60 年代
136　「米どころの報告」合評会予定表
合評会には大阪労演の事務局員のほか、劇団員
や原作者も参加しており、観客と労演と劇団と
の真剣なやりとりこそ鑑賞団体である大阪労演
の「存在意義」だったと言えよう。
135-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 173 号
135-2　10・11 頁
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関西芸術座の '60 年代
137-1　「米どころの報告」公演案内チラシ
「米どころの報告」の初稿は 1951 年にガリ版刷りで出版され、作者の地元における占領軍政策の暴力性を告発したルポルタージュ劇
ゆえ、当局の妨害を避けて密かに配ったというが、実際上演に至るまで 12 年の歳月を有した。
137-2　内面
劇
 評
「米どころの報告」
　
この劇は、一九四九年（昭和
二十四年）十二月から翌年の一月へかけて、大阪府三島郡三箇牧村（現在高槻市三箇牧地区）で実際に起こった産米強制供出事件を中心にした農民のたたかいの忠実な記録である。　
この地方は昔から大阪の「米
どころ」と呼ばれていたが、この年は全国的に不作の年で、とくにここの地区は冷害によるイモチ病 まんえんに見舞わ 、村としては六十年ぶりの大凶作、七〇㌫の減収となった。　
当時は作付面積によって事前
に供出量が割当てられていて、凶作の事実は認められ く 実情であった。　
作柄に応じての最終的な割当
ての確定にのぞんで、 「真にやむを得ない農家には完納をしいない」という知事の覚え書きをようやくとることの きた村民は、一部の米の供出をはじめたが、悪い米だと当局から検査を拒否された。村 「肥くみ仲間」 （化学肥料の不足から大阪まで牛車
でふん尿のくみとりに行っていた）
—
貧農たちは、供米問題を
村長や役員だけにまかしておけず、 惣一郎（北見唯一）を中心に、工作に来 共産党員（浜崎憲三）の指導で貧農を組織しはじめる。そして中農といっしょになって完納を拒否しようとたたかうが、かくし田を持っている富農との対立もあり複雑な情勢となっ 。いっぽう占領軍は知事に命令してさきの「覚え書き」を取り消させる措置をとり、飯米を守るため完納はできないと最後までがんばる農民たちに百㌫の完全供米を指示してきた。　
占領軍にたいして何の力もも
たぬ政府当局の態度に げしい怒りをもった農民たちも、ジープによるリッジ少佐（高崎継義）の村への乗りこみに最後の抵抗もくずれ、ついに一月三十一日、村民たちは他村から大量のくず米を買入れて供出を完了しなければならないところへ追 つめられた。だが飯米まで供出した農民は、あすからどうしたらよ
いのか。 ふえた借金や税金、来年度からの農業経営はどうして守られるのか。全村あげてのこ 生活防衛のたかいがなぜみじめな敗北に終わらなければな なかったの 。供米のいっぱいつまっ 倉庫の前に眠れもせぬ農民 ちはたき火をかこみ三々五々集まってくるのだった。　
ちょうどこの時期はアメ
リカ占領軍に支援された日本資本主義がその再建、再編成の基礎として、農民を犠牲とした低米価を維持す
るため産米強制供出制度が強化された時期でもあった。　
またアメリカ占領軍
は、このころ、はやく
も「日本民主化」の仮面をかなぐりすて、昭和二十五年六月に開始された朝鮮侵略戦争にそなえて、公然と労働者・農民の民主的権利に圧迫を加えてきた。一九四七年の二・一ストライキ弾圧。つづいて国鉄、電信電話などを公企業化し 定員法の強行実施をはかって松川 三鷹、下山事件などをでっちあげ、共産党を弾圧して労働戦線、農民組織を分裂にみちびいた。これらの社会的背景のなかで、実際に起こった事件を、当時の宇津木二秀村長のむすこであった作者の宇津木秀甫は豊富な地方性を生かして克明にえがいている。　
また、この劇は登場人物は多
いが、とくに主人公というような人物はない。それだけに全体の緊密な構成 動きが要求されるが、各幕とも引きしまってまとまりを見せている。またリッジ少佐が農家へふみ込み暴力をふるう第三幕第二場はさすがに盛り上がりも十分で、惣一郎の妻（新屋英子）が米俵にしがみついて泣く幕切れには、飯米すら奪われる農民の悲しみと、権力者にた するにくしみが、身内からつきあがってく ような感銘をあたえる。　
ルポルタージュを念願におい
た、岩田直二の演出も手堅い。しかも発端の字幕使用や、この地方農民特有 ひなびた旋律 伊勢音頭に似 ）による〝語り〟は劇のふんいきを強め うえで大きな効果をあげていた。
（山本
　
実）
　
13日まで大阪毎日ホール。
14日か
ら
18日まで京都会館第二ホール。
19
日、
20日神戸国際会館。
第三幕二場——農家にふみこんで暴力を
ふるうリッジ少佐
1963 年 9 月 12 日
『赤旗』
胸をうつ占領下農民の惨苦
「米どころの報告」 （関西芸術座）
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劇
 評
「米どころの報告」
劇
 評
「米どころの報告」
　
昭和二十四年といえば
一般消費者は食料不足で腹ペコの時代。関西芸術座の「米どころの報告」は当時、大阪府三島郡三箇牧村（現在高槻市）で米の供出にからんで実際にあった事件を劇化したものだという。　
作者・宇津木秀甫は登
場人物の一人、宇津木村長の長男。この村長ばかりでなく、部落長・鈴木定次郎や農民組合幹部中川種次郎 どはいずれも実名で、現に鈴木氏は現高槻市長だ。　
舞台はまず幕の前のス
クリーンにうつし出される三箇牧村紹介の映画から始る。　
米は七割の減収。ヤミ
米景気にいい気になってあまり肥料をやりすぎ、土が酸性になってしまったのと、イモチ病の発生 原因だ。　
府知事は「本当に
やむを得ない農家には完納を強制しない」という覚書を出した。それに力をえた村では供出への協力体制をつくったが、あまり米が悪いので検査は中止され
た。府は進駐軍の命令で覚書をとり消し、完納をせまってくる。　
供出したら飯米にこと
欠く小農と、か し田をもっているため多少、余裕のある中農、富農
—
村
への割当を完納するためには農民同士の利害は衝突する。ヤミ売りしたから供出できないのだと思いこんだ進駐軍、占領政策違反だと農家を家さがししたり、暴行事件までひきおこす。農民はヤミ米を買って完納する。作者はこの作品をルポルタージュ・ドラマと呼んでいる。十数年間あ ためたテーマだというだけに題名から想像されるような生が さはない。これという主役もなく、登場人物も多いわりに よ
く整理されていて筋もよくわかる。　
都市生活者がヤミ米の
買出しに走りまわり、農家をうらやんでいだ一方で農民にこうした悩みがあったとい お話はおもしろい。ただドラマは手いっぱい筋を追ったために「人間」を描き切れず〝 報告〟に終っているようだ。　
地方公演では喜ばれる
かも知れない。出演者の中では、小農こえくみ仲間の北見唯一、もうけ役だが、農民組合幹部の波田久夫らが舞台を引締めている。 （耕）＝
13日ま
で大阪・毎日ホー ル、
14—
18日京都会館、
19、
20日神戸国際会館、いず
れも労演例会。
　
この戯曲はルポルター
ジュ戯曲であり舞台はルポルタージュ劇だと作者（宇津木秀甫）も演出家（岩田直二）も語っている。そして観客はその言葉にひかされて劇を見ている。だれかがいまの日本文化は短句文化だとヒユをこめ 書いていたが、はからずもこんどの関西芸術座公演で、それえを実証されて るような気がしたのは面白 ことだ。　
そこでその宣伝文句？ど
おりに素直に公演を見てみようと努力した。なるほど舞台は実際 起こったことを忠実に再現していく もちろんそこには事実の持つ強味が感じられるし、ある程度こ らの内部 あるものをゆり動かす〝 要素〟は出ている。しかし残念なことにそれは〝 要素〟に終わっているだけなのだ。なるほど演出は舞台中央のボン（回り舞台）をまわしたり、幕のつなぎにこの物語りの舞台になる大阪の民謡を土地の人に歌わせたりと ろいろな手を使って観客にリアルな感じをいだか ようしている。作者もあ 程度ドラマチックな盛りあがを考えて構成に頭を使っている。だが、演出者 意図
は終幕にわずかに生かされているだけであり、ドラマ自体は前半の冗慢さもあって〝 そんなことがあったのか〟という感じだけを残すにとどまっているの 。真実の持つ強さという点では終戦直後にあったラジオ番組「真 はこうだ」やテレビ番組「二十世紀の記録」の持つ、 文字通りの〝 リアルさ〟には遠くおよばない だ。　
ところで物語りは昭和
二十四年秋大阪の米どころといわれた三島郡三箇牧（さんがまき）村 起こった農民たちの供出米拒否闘争の始終を描いて る。六十年ぶりの凶作といわれた中で、当時の農民 どう考え、どう結びついていったかが物語られ、その戦いが最高権力、米占領軍 力によてどう押しきられたかがわかりやすく描か ている。　
ルポルタージュという言
葉どおり、ドラマはあくまで外面からながめられたという形で進められ いるのだ。作者も演出家もだかある一線で立ち まって人間の中にはいろうとはしていないのだと書いてしまえば、こちらの偏見だとおこられるかもしれない しかしそのとおりな 。
　
当時農民たちは自分の飯
米を守るために必死だった。しかし一方ではそれ以上の食料不足にあっ 農民ではない人間がいたのだ。 の問題が反映しないのはおかしなことである。ま このドラマにも共産党員が登場するがその描き方不足などはどういうことだろう。伊藤律の農民政策にまで話を進めなくても いだろう「供米を出すな」と言って歩くだけの彼の姿がせめて喜劇的にでもみつめられていたらこのドラマはもっと救いがあったの はないだろうか。十三日まで。大阪毎日ホール、労演例会
（浅野）
1963 年 9 月 10 日
『朝日新聞』「米どころの報告」第一幕、村長・寺
下貞信（右から三人目）に軍政部か
ら出頭命令の電話がかかった。左か
ら農民組合幹部・溝田繁、役場の小使・
松田明、小農・北見唯一
1963 年月日不詳
『大阪新夕刊』
「米どころの報告」の舞
台、村長（寺下貞信㊨）
は農民たちのことを思っ
て苦労する
糧不足時代をルポ風に
関芸の「米どころの報告」
事実そのままを再現
描き足りぬ人間の内面
関西芸術座「米どころの報告」
（四幕六場）
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「おりん口伝」
第 266 回大阪労演例会 
開催年月 :1968 年 9 月 12 日〜 19 日
会　　　場 : サンケイホール
作者原作者 : 松田解子
脚　　　色 : 作間雄二
出　　　演 : 小道睦美（和田りん）／寺下貞信（東畑吾作）／ 
広野みどり（東畑よね）／古林　泉（東畑うめ）／ 
梶本　潔（権吉）／河東けい（その） 他
演　　　出 : 道井直次
明治の中頃、秋田県荒川鉱山の人夫請負業を営む
東畑組の家に、没落地主の娘りんが入ってきた。
親方の後妻の連れ子千治郎と夫婦になったりんは、
嫁として家事を助けつつ選鉱婦として働き、人夫
とともに労働の喜哀を感じあう。そしていつしか
日露戦争を理由に人夫への圧迫を強め、また鉱毒
を垂れ流す鉱山主に対し、労働者としての自覚を
持つが、戦後不況の中で突然夫の変死を聞く。誰
かに殺されたと直感したりんが取った行動とは—。
138　「おりん口伝」ポスター
原作者の松田解子は、1905 年に秋田県荒川村で生まれ、秋田女子師範
を経て母校の小学校に赴任する。しかし地元・荒川鉱山の過酷な労働環
境が社会運動への関心を促し、辞職後上京した松田は労働運動に従事し
つつ作家活動を始め、小林多喜二らとともに日本プロレタリア作家同盟
に参加。戦後は民主主義文学運動の代表的作家として、社会矛盾に鋭く
切り込む作品を多く残した。他に「産む」「乳を売る」「地底の人々」ほか。
139　 「おりん口伝」 
稽古写真
140　 「おりん口伝」 
稽古写真
141　 「おりん口伝」 
舞台写真
142　「おりん口伝」舞台写真　写真裏面のサイン
左から斉穏寺忠雄・藤山喜子・道井直次・田畑猛雄・
河東けい・小道睦美・綿岡好枝・酒井哲
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143-1　劇団機関誌　『関西芸術座』第 54 号
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143-2　裏面 
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145-1　「おりん口伝」公演案内チラシ（観劇申込書付） 145-2　裏面
1968 年当時は会員減少が顕著とな
り、’60 年には 230 円だった会費も
550 円に値上げされていた。こうした
状態を改善するため、労演もチラシや
ハガキを出して会員数の維持・増加を
図っていた。
144-1　「おりん口伝」公演案内はがき 144-2　裏面
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146　安保反対活動写真
148-1　大阪勤労者演劇協会機関誌『大阪労演』第 134 号
148-2　2・3 頁
147　安保反対活動写真
安保闘争と大阪労演
安保闘争を皮切りに「政治の時代」と呼ばれた 1960 年代だが、大阪労演も各種集会や機関誌上などを通して積極的に発言し、一般
市民に最も近い演劇人の立場から、様々な社会運動・労働運動に参加した。
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152　第 1 回幹事会報告書
149　岡田事務局長手帳 ’67 150-1　岡田事務局長手帳 ’65
151-1　岡田事務局長手帳 ’68
151-2　内面
150-2　内面
“ 岡田メモ ” から見た大阪労演
大阪労演の事務局長だった岡田文江氏が記していた手帳。1964 年から ’69 年までの 6 冊が残っており、大阪労演内外の会議日程や
議題・参加者、また例会の入場者数などが記入されている。1949 年の創立から 2007 年の解散まで、大阪労演と関西新劇を支え続け
てきた岡田氏が、大阪労演の転換期となった 1960 年代に、どのように活動していたかがうかがえる貴重な資料。
① 大阪労演の「組織」
組織としての大阪労演は、各サークルの代表者で構成される「代表者会議」を最高決議機関とし、その下に代表者会議の決定に基づく
諸事業の計画や具体化の協議、また会務の執行を行う「幹事会」及び「常任幹事会」が置かれた。そして大阪労演の代表である「代表
幹事」は、代表者会議で会員から選出された「幹事」の中で互選された「常任幹事」から 2 名選出され、会務を統轄した。
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153　代表者会議写真
155　大阪労演代表者会議・討議資料
年に 1 度開かれた代表者会議において配布
された討議資料。決算報告・活動方針案・
予算案・規約改正案・役員選出などの議題
作成は幹事会と常任幹事会が関与し、代表
者会議による承認を得る形となっていた。
156　電報
鑑賞側のサークル代表者が参集する
代表者会議は、大阪労演にとって最
も重要な会議であり、その開催に当
たっては創造側の俳優座や文学座な
ど東京の大劇団も祝電を送り、演劇
文化の民主的な発展を祈念した。
157　大阪労演代表者会議・招請状
代表者会議を始め、すべての会議及び諸機
関は代表幹事の名によって招集された。
154　代表者会議写真
89
大阪労演関連資料
159　大阪厚生年金会館完成予想図
158-1　岡田事務局長手帳 ’64
160-1　経過報告及活動方針（案）1964 年度
158-2　内面
160-2　8・9 頁
② 大阪労演の「問題」—会場問題と税金問題—
1960 年代の大阪労演にとって最も大きな問題が「会場問題」と「税金問題」だった。「会場問題」は ’50 年代後半からの会員増加に
より、例会会場が手狭となったことを原因としたが、大阪府・大阪市などへの熱心な陳情により、’68 年に大阪厚生年金会館が完成し
て一応の解決をみた。一方「税金問題」は、映画や演劇の興行に賦課されていた 10% の入場税など、演劇活動を制限する諸税金の撤
廃を求める一大運動だったが、こちらは演劇側の要求の多くは受け入れられなかった。
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161-1　岡田事務局長手帳 ’66
162　組織部ニュース
163　 地域毎サークル懇談会について 
のアンケート
164　 「労演福島地区サークル懇談会」 
開催についての報告と趣旨
165-1　経過報告及活動方針（案）1965 年度 165-2　6・7 頁
161-2　内面
③ 大阪労演と「サークル活動」
162 は、大阪労演に置かれた専門部局の 1 つである「組織部」が発行した冊子。同部局は各サークルの諸活動を支援・強化する役割を
担っていたが、1965 年の代表者会議においてサークルの批評運動を強化する方針が打ち出された。これにより地域毎のサークル懇談
会の結成が計画され、労演は各サークルに対してアンケート調査を実施し、その運営方法や合評会のあり方などが次第に固まっていった。
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167　批評研究会の報告 “ 真田風雲録 ” をめぐる二つの評価
166-1　岡田事務局長手帳 ’69 166-2　内面
④ 大阪労演と「批評」
「批評研究会」とは大阪労演の常任幹事会が中心となって行われた、例会上演作品に対する合評会であり、特に大阪労演の運動方針と
の関係から、作品の問題点などが議論された。また『大阪労演』163 号（1962 年 11 月号）からは「批評研究会の報告」が毎月掲載
されることになり、会員個人の劇評である「私の劇評」枠とは異なり、大阪労演としての批評が公開されることになった。
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参考：メーデー写真（左右とも）
1980 年の第 51 回大阪地方メーデーの様子。「団結」の鉢巻をした男性が大阪労演の旗を掲げている。
168　大阪労演旗
大阪労演の旗。メーデーなどの集会で掲げられた。
169　鉢巻
こんなモノも…
